
1． はじめに

　社会インフラの維持管理，長寿命化が叫ばれて久し

い．橋梁等の鋼構造物はその防食性処理によって耐久性

を確保している．その中で防錆的弱点と言われているの

がボルトの防錆である．ボルトの防錆は表面処理やボル

トキャップによりその耐久性の維持が試みられている．

耐食性能・防錆効果1)が腐食促進試験により要求性能が

確保され，加えて有効性・基本特性2)が確認されている防

錆パッキンを有する乾式接合透明ボルトナット防錆

キャップ（以下「ボルトナット防錆キャップ」と記す）の

工事採用実績をここに報告する．

3． ボルトナット防錆キャップの特性及び施工写真

　ボルトナット防錆キャップ本体は，高品質ポリカ

ネードと防水パッキンで構成されている．高品位ポリ

カネードはLED信号機で採用され，透明性，耐候性に優

れ得る．防水パッキンは，耐候性に優れるEPDMゴムを

採用し，設置面に密着し腐食要因を遮断する構造と

なっている（図-２）．また，ボルトナット防錆キャップ

内部のめねじ加工への締結による乾式装着の為，ボル

ト点検時の着脱が可能となっている．本工事の施工写

真を以下に示す．

4． まとめ

　透明なボルト防錆キャップの採用により，ボルトの

健全度調査が目視確認のみで容易である。また，寒冷地

で懸念されている塩化カルシウムなどの路面凍結防止

の融雪剤散布・飛散からのボルトの腐食促進の防止と

ともに，下記写真の通り外観上も景観を損なわない防

錆キャップとなっている．ゆえに，従来のボルト・ナッ

トキャップのような，腐食状況を有色キャップによっ

て化粧・目隠しで覆ったり，コーキング材充填・接着剤

塗布によって点検のためのキャップ取外しが出来ない

ものとは一線を画すものとなっている．
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2． 工事概要

　対象工事はJR室蘭本線を跨ぐ橋梁の大規模地震発生

時の落橋・倒壊等の重大な損傷を防止し，緊急輸送道路

としての安全・信頼を確保するための橋梁架替工事で

ある．道路規格は第４種第1級，設計速度V=50km/h，車

線数４車線の国道橋である．ボルトナット防錆キャッ

プは歩道側コンクリート壁高欄に設置された施工延長

約1.4ｋｍの鋼製フェンスの支柱定着部アンカーボルト

の防錆対策として，約2000箇所に使用された．道路標準

断面図，ボルトナット防錆キャップ設置図を図-1に示

す．
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図 -1 ： 道路標準断面図 , ボルトナット防錆キャップ設置図
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図 -2 ： ボルトナット防錆キャップ構造
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